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準備物 
・ECCOX シリーズ センサー本体 
・Power-I/O-Encoder cable（バラ線 12pin） 
・Ethernet cable 
・24VDC 
・接続先 PC 
 
 

手順１：ケーブルの接続 

１）センサー本体に Power-I/O-Encoder cable と Ethernet cable を接続 
２）Ethernet cable は RJ45 コネクタ側を PC 若しくはスイッチングハブに接続 

 

手順２：センサーの電源及びレーザー用電源の接続 

１）Power-I/O-Encoder cable のバラ線に 24VDC と 0V を接続 
（Pin1[茶/青]：0V Pin2[茶/赤]：24VDC  Pin8[青]：0V   Pin9[白/黄]：24VDC ） 

 

 
ケーブルアサイン 
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手順３：SDK のインストール 

１）弊社の下記ページより SmartRayDevKit(Ver6 以降)をダウンロードし、インストール 
URL：https://www.argocorp.com/software/DL/SmartRay/ 

 

手順４：PC のイーサネット設定 

１） IP アドレスの固定 
センサーの初期アドレスは 192.168.178.200:40 

①コントロールパネル→ネットワークとインターネット→ネットワークと共有センターを開く 

②「アダプターの設定の変更」を開く 

③センサーがつながっているイーサネットの上で右クリックして、「プロパティ」を選択し、 

「イーサネットのプロパティ」ウィンドウを開く 

④「インターネット プロトコル バージョン 4(TCP/IPv4)」をダブルクリック 

  

⑤センサーがつながっているイーサネットの IPV4 アドレスを「192.168.178.XXX」に設定する 

  

⑤ 

https://www.argocorp.com/software/DL/SmartRay/
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２）ジャンボフレームの設定 
①アダプターの設定→構成→詳細設定→JunboPacket /ジャンボフレーム 

②値を 4000 Bytes 以上に設定。 

  
 
３）受信バッファの設定 

①アダプターの設定→構成→詳細設定→Receive Buffers/受信バッファ 

②値を「256」に設定 
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手順５：PC のファイアウォール設定（ネットワークの保護解除） 

１）コントロールパネル→システムとセキュリティ→Windows Defender ファイアウォール→
詳細設定 

 
 
２）操作→プロパティ→保護されているネットワーク接続→カスタマイズ 
３）センサーを接続しているネットワークの✓を”外す” 
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手順６：PC のファイアウォール設定（特定アプリの許可） 

１）コントロールパネル→システムとセキュリティ→Windows Defender ファイアウォール→
Windows Defender ファイアウォールを介したアプリまたは機能を許可 

 
 
２）別のアプリの許可→参照→センサーを使うソフトウェアを選択 

ECCO Demonstorator 
("C:\ProgramFiles\SmartRaySDK6.0.11.13\demonstrator\ECCO_Demonstrator.exe")  
 
Studio4 
("C:\SmartRay\SmartRayDevKit\SR_Studio_4\Win_x64_MSVC_19\SmartRayStudio4.exe") 

 
３）プライベートネットワークに✓を入れる 

    
 


